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男
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世帯数

10,938人（－9）
5,405人（－1）
5,533人（－8）
4,591戸

（各区別人口）平成18年8月末日現在
金武4,772人（ 0） 転入 45人
並里2,669人（ 0） 転出 58人
中川 932人（－7） 出生 16人
伊芸 929人（ 0） 死亡 12人
屋嘉1,636人（－2） 結婚 9件

離婚 5件
（　）内は増減を表す

発行：金武町役場　編集：総務課広報係　電話（NTT）（098）968-2111（有）8-2111　印刷：株式会社　沖産業　電話（098）898-2191

関連記事：３ページ

▲東組 ▲西組



▲左から 宜志富中川区長、與那城並里区長、渡慶次金武区長、
　　　　 儀武町長、竹林総合事務局長、稲嶺県知事

　

平
成
十
八
年
八
月
二
十
五
日
、
億
首
ダ
ム
建
設
に
関
す
る
要
望
書
に
つ

い
て
の
回
答
式
並
び
に
億
首
ダ
ム
本
体
工
事
に
関
す
る
覚
書
調
印
式
が
金

武
町
立
中
央
公
民
館
で
行
わ
れ
、
竹
林
義
久
沖
縄
総
合
事
務
局
長
を
は
じ

め
、
稲
嶺
惠
一
沖
縄
県
知
事
、
儀
武
剛
金
武
町
長
ら
約
百
人
が
出
席
し
ま

し
た
。 億

首
ダ
ム
本
体
工
事
覚
書
を
調
印

　

億
首
ダ
ム
建
設
に
つ
い
て
は
、

国
が
事
業
主
体
と
な
っ
て
県
管
理

の
金
武
ダ
ム
を
再
開
発
し
、
洪
水

調
節
、
既
得
農
業
用
水
や
河
川
維

持
用
水
の
安
定
化
、
水
道
用
水
の

確
保
、
及
び
灌
漑
用
水
の
開
発
を

目
的
と
し
て
、
昭
和
四
十
八
年
か

ら
計
画
さ
れ
て
き
た
も
の
で
す
。

　

回
答
式
で
は
、
平
成
十
四
年
九

月
に
町
と
三
水
系
区
（
中
川
区
、

並
里
区
、
金
武
区
）
か
ら
提
出
さ

れ
た
要
望
事
項
（
一
八
一
項
目
）

の
回
答
書
を
上
原
良
幸
沖
縄
県
企

画
部
長
が
朗
読
し
た
後
、
竹
林
沖

縄
総
合
事
務
局
長
よ
り
儀
武
町
長

へ
回
答
書
が
手
交
さ
れ
ま
し
た
。

　

回
答
式
の
後
に
行
わ
れ
た
調
印

式
で
は
、
佐
藤
孝
夫
沖
縄
総
合
事

務
局
開
発
建
設
部
長
が
覚
書
を
朗

読
し
た
後
、「
億
首
ダ
ム
本
体
工
事

に
関
す
る
覚
書
」
に
竹
林
義
久
沖

縄
総
合
事
務
局
長
、
稲
嶺
惠
一
沖

縄
県
知
事
、
儀
武
剛
金
武
町
長
、

立
会
人
の
渡
慶
次
賀
佑
金
武
区
長
、

與
那
城
直
也
並
里
区
長
、
宜
志
富

司
中
川
区
長
が
そ
れ
ぞ
れ
調
印
し

ま
し
た
。

　

本
覚
書
の
締
結
に
よ
り
、
地
元

の
要
望
事
項
で
あ
る
各
種
の
地
域

整
備
事
業
の
実
施
が
可
能
と
な
り
、

又
、
億
首
ダ
ム
の
本
体
工
事
に
も

着
手
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　

億
首
ダ
ム
の
完
成
時
に
は
、
現

在
の
金
武
ダ
ム
の
総
貯
水
量

八
一
万
八
千
ト
ン
を
十
倍
あ
ま
り

上
回
る
八
五
六
万
ト
ン
に
な
り
、

平
成
二
十
三
年
に
完
成
予
定
で
す
。

■億首ダムに関する経緯
昭和36年 米海兵隊の建設により金武ダム完成

昭和43年 金武ダムが琉球政府へ移管

昭和47年 本土復帰に伴い、沖縄県に引き継がれる

昭和48年 予備調整開始

平成 5年 2月 金武町・沖縄総合事務局・沖縄県と億首ダム基本計画等に関する覚
書を締結

平成 5年 3月 基本計画告示(漢那ダム・億首ダム)

平成 5年 4月 建設工事着手(東部河川総合開発事業)

平成 9年 9月 平成5年度から平成8年度までの調書研究報告書・億首ダム建設事業
に伴う要望書提出(中川区、並里区、金武区)

平成11年12月 億首ダム地主協議会結成

平成12年11月 沖縄総合事務局・億首ダム地主協議会と億首ダム建設に伴う損失補
償基準に関する協定書を締結

平成14年 9月 沖縄総合事務局・沖縄県へ「億首ダム建設に関する要望書につい
て」提出(手交)

平成18年 7月 日米同委員会にて億首ダム事業地内の米軍基地返還合意

平成18年 8月 億首ダム建設に関する要望書についての回答式並びに億首ダム本体
工事に関する覚書調印式が挙行される

　

署
名
、
調
印
の
様
子

▲

億
首
ダ
ム
建
設
に
関
す
る
要
望
書
に
つ
い
て
の
回
答
式

億
首
ダ
ム
本
体
工
事
に
関
す
る
覚
書
調
印
式
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八
月
二
十
日
、

五
穀
豊
穣
と
繁
栄

を
願
う
伊
芸
区
の

ス
ナ
ヒ
チ
が
十
六

年
ぶ
り
に
伊
芸
区

グ
ラ
ウ
ン
ド
で
開

催
さ
れ
ま
し
た
。

　

東
組
（
五
穀
豊

穣
）
と
西
組
（
繁

栄
）
に
分
か
れ
サ
ー
ル
を
綱
の
上

に
乗
せ
て
入
場
し
、
女
性
が
行
う

と
い
う
珍
し
い
ト
ゥ
ー
ル
合
戦

（
ガ
ー
イ
）・
テ
ー
ビ
合
戦
・
若
衆

（
ワ
カ
ス
）
合
戦
（
綱
寄
せ
）
が

行
わ
れ
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
池
原
政
文
実
行
委
員

長
の
合
図
で
綱
引
き
が
行
わ
れ
、

東
組
が
勝
利
を
収
め
ま
し
た
。

16年ぶり
伊芸区スナヒチ

▲西組入場 ▲女性が行う珍しいガーイ合戦 ▲東組入場

▲繁栄 ▲テービー ▲五穀豊穣

　

海
洋
体
験
を
通
し
て
自
然
と
親

し
み
、
子
ど
も
た
ち
の
自
立
心
・

協
調
性
等
を
養
う
こ
と
を
目
的
に

八
月
十
七
日
、
四
回
目
と
な
る
サ

バ
ニ
体
験
学
習
（
教
育
委
員
会
主

催
）
が
金
武
湾
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

金
武
町
漁
業
協
同
組
合
の
協
力

も
あ
り
、
二
艘
の
サ
バ
ニ
が
金
武

漁
港
か
ら
屋
嘉
向
け
に
出
発
し
ま

し
た
。
こ
の
日
の
海
は
波
が
荒
く
、

向
か
い
風
も
あ
り
目
的
地
ま
で
た

ど
り
着
く
こ
と
は
で
き
か
っ
た
の

で
す
が
、
波
を
乗
り
越
え
よ
う
と

力
を
合
わ
せ
て
サ
バ
ニ
を
漕
い
で

い
ま
し
た
。

大
海
原
へ
漕
ぎ
出
せ
‼

サ
バ
ニ
体
験

[[[[[[[[[[[[[[[[[[[[[[[[[[[[[[[[[[[[[[[[[[[[[[[[[[

　

九
月
三
日
、
今
年
で

三
回
目
と
な
る
金
武
町

小
・
中
学
生
水
泳
大
会

が
金
武
町
営
プ
ー
ル
で

行
わ
れ
ま
し
た
。

　

開
会
式
で
選
手
宣
誓

を
行
っ
た
後
、
十
一

の
競
技
が
行
わ
れ
ま
し

た
。
プ
ー
ル
サ
イ
ド
で

親
や
観
客
が
見
守
る

中
、
自
分
の
記
録
に
挑

戦
し
一
生
懸
命
に
泳
い

で
い
ま
し
た
。

　

結
果
は
次
の
と
お
り

で
す
。

平成18年度　金武町小･中学生水泳大会

▲表彰式 ▲誰が１位かな？

平成18年度　　金武町小・中学生水泳大会　結果
種　　　目 名　　前 学校 学年 タイム

1 小1･2年 フリー
器具使用（女子）12.5ｍ 仲間　百香 嘉芸小 1 19”07

2 小1･2年 フリー
器具使用（男子）12.5ｍ 新嶋　健人 金武小 1 17”74

3 小1･2年 フリー
（女子）12.5ｍ 奥間　桜 金武小 2 13”99

4 小3･4年 フリー
（男女）12.5ｍ

男子 古波蔵　望 金武小 4 17”58
女子 宝　彩奈 金武小 3 14”71

5 小5･6年 クロール
（男女）50ｍ

男子 大川　航介 嘉芸小 5 48”95
女子 伊芸　夏穂 金武小 5 43”30

6 小3･4年 クロール
（女子）25ｍ 又吉　莉子 金武小 4 20”13

7 小5･6年 平泳ぎ
（男女）50ｍ

男子 上原　卓郎 金武小 5 1’03”16
女子 伊芸　夏穂 金武小 5 51”31

8 小3･4年 クロール
（男子）25ｍ 神山　京土 金武小 3 25”23

9 小5･6年 平泳ぎ
（男子）25ｍ 上原　卓郎 金武小 5 35”96

10 小3･4年 平泳ぎ
（男女）25ｍ

男子 神山　京土 金武小 3 34”23
女子 又吉　莉子 金武小 4 28”60

11 小5･6年 クロール
（男女）25ｍ

男子 西平　智輝 嘉芸小 5 20”93
女子 山城　美香 金武小 5 22”56
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0

金
武
ク
ラ
ブ

ゴ
ー
ル
ド
龍

普
天
間
高
校

沖
縄
胴
上
け
会

や
ん
ば
る
Ｆ
Ｃ

リ
ブ

44
期
生

ド
ラ
ゴ
ン

泥
ん
こ
琉
球

チ
ー
ム
あ
ま
ね

金
武
ク
ラ
ブ 30

over

優勝　沖縄胴上げ会

　

平
成
十
八
年
度
金
武
町
親

子
野
球
大
会
が
九
月
二
日
・

三
日
、
金
武
町
営
グ
ラ
ウ
ン

ド
・
並
里
区
民
広
場
で
行
わ

れ
ま
し
た
。

　

決
勝
戦
は
、
金
武
ジ
ュ
ニ
ア
ス

タ
ー
ズ
Ａ
チ
ー
ム
と
屋
嘉
ア
ト
ラ
ス

チ
ー
ム
で
行
わ
れ
金
武
ジ
ュ
ニ
ア
ス

タ
ー
ズ
Ａ
チ
ー
ム
が
優
勝
し
ま
し
た
。

　

八
月
十
三
日
・
二
十
日
、
平
成

十
八
年
度
金
武
町
軟
式
野
球
選
手
権

が
行
わ
れ
ま
し
た
。
町
内
の
軟
式

野
球
チ
ー
ム
八
チ
ー
ム
が
参
加
し

ト
ー
ナ
メ
ン
ト
で
試
合
が
行
わ
れ
、

JA
P
O
N

チ
ー
ム
が
優
勝
し
ま
し
た
。▲優勝したJAPONチーム

▲準優勝のHearts

▲優勝したジュニアスターズＡチーム

　

八
月
二
十
六
日
、
第
二
回
金
武

町
自
然
体
験
ま
つ
り
が
開
催
さ
れ

ま
し
た
。
カ
ヌ
ー
・
農
業
・
陶

芸
・
紅
型
・
動
物
ふ
れ
あ
い
・
海

ぶ
ど
う
摘
み
、
今
回
は
ハ
ー
リ
ー

体
験
・
バ
ッ
ク
ホ
ウ
体
験
も
プ
ロ

グ
ラ
ム
に
加
わ
り
ま
し
た
。
田
ん

ぼ
で
は
、
第
一
回
並
里
区
長
杯

ワ
ー
ル
ド
フ
ッ
ト
サ
ル
大
会
も
行

わ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
億
首
川
の

上
に
作
ら
れ
た
特
設
ス
テ
ー
ジ
で

も
ダ
ン
ス
や
ラ
イ
ブ
な
ど
が
行
わ

れ
、
ま
つ
り
を
盛
り
上
げ
て
い
ま

し
た
。
県
内
外
か
ら
多
く
の
人
が

訪
れ
、
多
く
の
体
験
を
楽
し
ん
で

し
ま
し
た
。

▲田んぼでフットサル

▲紅型体
験

▲カヌー体
験

▲特設ステージでの演舞

▲陶芸体験
▲プログラ

ムに加わっ
たバックホウ

体験

▲漆喰シー
サー体験

小学生の部（4チームの総当たり戦）
田んぼボーイズキックベースボールチーム 3勝
金武1区、2区、3区、浜田クラブ 2勝1分
イロクローズ 2勝1敗
ビクトリーキッズ 1分2敗

一般の部
第
２
回

金
武
町
自
然
体
験
ま
つ
り

平成18年度 親子野球大会金
武
町
軟
式
野
球
大
会
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第
二
十
八
回
金
武
町
畜
産
共
進
会

が
八
月
三
十
一
日
に
金
武
町
立
体
育

館
駐
車
場
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

出
品
家
畜
の
審
査
は
、
第
一
部
肉

用
牛
は
全
国
和
牛
登
録
協
会
黒
毛
和

種
審
査
標
準
、
第
二
部
乳
用
牛
は
ホ

ル
ス
タ
イ
ン
登
録
協
会
審
査
標
準
の

基
準
に
よ
り
審
査
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

各
部
門
の
結
果
は
次
の
と
お
り
で

す
。

部門 最優秀賞 優秀賞 優良賞 特別賞

肉用牛 育成 おす 仲間　直人 伊芸　武信 宜野座　正幸 金武町長賞 仲間　直人
肉用牛  育成  めす 上 間　清 仲間　直人 伊芸　武信

畜産会長賞 山田　政徳肉用牛 若雌 1類 伊芸　和徳 仲間　直人 伊芸　武信

肉用牛 成雌 1類 伊芸　武信 目取真　興雄 仲間　直人
国頭郡農業共済
組合長賞 伊芸　武信肉用牛 成雌 2類 渡慶次　賀盛 儀武　昌子 仲間　直人

乳用牛 成雌 1類 嘉数　義政 宜野座　誠 山田　政徳 沖縄県農業協同組合
代表理事理事長賞 上 間　清乳用牛 成雌 2類 山田　政徳 西 原　巌 嘉数　義政

　

こ
れ
ま
で
の
活
動
が

評
価
さ
れ
小
坂
憲
次
文

部
科
学
大
臣
よ
り
表
彰

を
受
け
た
宜
野
座
高
校

Ｐ
Ｔ
Ａ
の
方
々
が
役
場

を
訪
れ
、
町
長
に
報
告

を
し
ま
し
た
。

　

平
成
十
八
年
度
は
宜

野
座
高
校
を
含
む
26
校

の
Ｐ
Ｔ
Ａ
が
全
国
で
表

彰
さ
れ
て
い
ま
す
。

　８月１日～14日、沖縄国際大学・総合文化学部の
考古学専攻ゼミの皆さん（上原靜助教授、二・三年次
計24名）が飛留喜田原の池原遺

い

物
ぶつ

散
さん

布
ぷ

地
ち

で発掘調査
実習を行いました。
　これは、大学の授業の一環として毎年行われるもの
で、金武町内で発掘実習が行われるのは、昨夏の小字
美里原の並里遺跡につづき今回で２回めとなります。
実習学生の皆さんも真夏の空の下で熱心に作業してい
ました。

　池原遺物散布地では、これまでに石斧や粘土をこね
て作った土

ど

器
き

など、大昔のひとたちが作り・使った生
活道具のかけらが採集されています。
　今回、実際に地面を掘って調査が行われた結果、約
2,500年まえ（縄文時代のおわり頃）と約800～1,000
年まえ（グスク時代はじめ頃）の層がはじめて確認さ
れました。

　また、九州地方で産出される石材でつくられた矢じ
りや、グスク時代はじめに奄美や中国大陸など「外」
の地域から持ち込まれた焼きものも出土しており、億
首川を見おろすこの丘陵一帯に当時集落が営まれ、遠
く離れた地域とも交流があったこともわかりました。
　今回、金武の歴史にじかに触れられる成果が得られ
ましたが、一方で、当時の文化層（遺跡）まで戦後の
掘削が及ぶところもみられるなど、地域に残る限られ
た文化財を守り、後の世代に継承する事の難しさも感
じさせてくれました。

　今回も実習の実施にあたり、地権者の方にはご理解
とご協力を頂き、また、近くで農作業中の方にも温か
い励ましの声を頂きました。どうもありがとうござい
ました。

約2,500年前と約800～1,000年前の先人たちの生活文化の痕跡を確認

発
掘
調
査
実
習
の
様
子

▲

土
地
の
記
憶
が
壁
か
ら
う
か
が
え
ま
す

▲

～沖縄国際大学・考古学ゼミが飛留喜田原で発掘調査実習～

宜野座高校PTA表彰

約2,500年まえの層

戦後～現代に掘られた部分

▲報告に訪れた宜野座高校ＰＴＡ

平成18年（2006年）10月号5



住
居
表
示
は
な
ぜ
必
要
な
の
か
？

●住居表示制度に関するお問合わせ●
　金武町役場 企画課
　TEL 968－6262　FAX 968－6270
　メール kikaku@town.kin.okinawa.jp

No.4

診療時間変更のお知らせ

　

 

先
月
号
ま
で
に
三
回
に
わ
た
り
、
住
居
表
示
制
度
の
概
要
を

紹
介
し
ま
し
た
が
、
な
ぜ
こ
の
住
居
表
示
制
度
が
必
要
か
？
と

い
う
こ
と
を
い
く
つ
か
の
例
を
挙
げ
て
紹
介
し
ま
す
。

無料法律相談のご案内
　北部病院では9月1日より、
診療開始時間を午前8時45分と
いたしましたのでご案内申し上
げます。

◆受付時間
　（午前診療）…午前8時30分～
　　　　　　　午前11時
　（午後診療）…午前11時～ 
　　　　　　　午後2時

◆診療時間
　午前8時45分から午後5時
（診療科によって受付時間・
診療時間が異なる場合があり
ますのでお問い合わせくださ
い）

※なお、救急診療に関しては24
時間対応しております。 

沖縄県立北部病院
☎0980-52-2719

「
住
居
表
示（
住
所
の
表
示
）制
度
」に
つ
い
て

・
住
所
を
頼
り
に
親
戚
や
友
人
の

家
を
探
す
と
き
に
、
表
示
が
順
序

良
く
整
然
と
し
て
い
れ
ば
探
し
や

す
く
な
る
。

・
表
示
が
順
序
良
く
整
然

と
し
て
い
れ
ば
、
緊
急
車

両
が
現
場
の
位
置
を
性
格

に
か
つ
す
ば
や
く
確
認
す

る
こ
と
が
で
き
、
多
く
の

生
命
や
財
産
を
守
る
こ
と

が
で
き
る
。

　

明
治
の
初
め
に
土
地
の
特
定
や

徴
税
の
目
的
で
つ
け
ら
れ
た
番
号

（
地
番
）
が
転
用
さ
れ
て
現
在
の

住
所
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

と
こ
ろ
が
土
地
に
分
筆
や
売

買
に
よ
っ
て
枝
番
号
や
飛
び
番
号
、

欠
番
号
な
ど
が
発
生
し
、
順
序
良

く
並
ん
で
い
な
い
の
が
現
状
で
す
。

こ
の
よ
う
な
現
状
が
あ
る
こ
と
か

ら
、
わ
か
り
や
す
く
住
み
よ
い
ま

ち
を
つ
く
る
た
め
昭
和
三
十
八
年

に
「
住
居
表
示
に
関
す
る
法
律
」

が
制
定
さ
れ
ま
し
た
。（
広
報
金
武

七
月
号
参
照)

   

で
は
、
な
ぜ
「
住
居
表
示
制
度
」

が
必
要
な
の
か
、
い
く
つ
か
の
メ

リ
ッ
ト
を
挙
げ
て
紹
介
し
ま
す
。

・
郵
便
物
や
電
報
、
通
信
販
売
の

商
品
等
の
遅
配
や
誤
配
な
ど
が
少

な
く
な
る
。

　

以
上
の
よ
う
な
メ
リ
ッ
ト
が
挙

げ
ら
れ
て
い
る
よ
う
に
、
私
た
ち

の
日
常
生
活
を
よ
り
合
理
的
に
す

る
た
め
「
住
居
表
示
制
度
」
が
必

要
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

①
初
め
て
家
を
訪
ね
る
場

合
、
探
し
た
い
家
が
見
つ

け
や
す
く
な
る
。

②
緊
急
を
要
す
る
場
合
、
パ

ト
カ
ー
や
救
急
車
、
消
防

車
等
が
よ
り
早
く
現
場

に
急
行
で
き
る
。

③
郵
便
物
、
小
荷
物
、
電
報

な
ど
が
素
早
く
正
確
に
配

達
で
き
る
よ
う
に
な
る
。

１．日　　時：平成18年10月13日（金）午後2時00分～午後4時30分
２．場　　所：金武町役場（3階中会議室）
３．申込方法：①役場総務課（2階）で申し込みを受付けます。
　　　　　　　　（総務課で申込書を記載して下さい。電話での申し込みはできません。）
　　　　　　　②申込受付期間
　　　　　　　　平成18年10月10日（火）～平成18年10月12日（木）午前8時30分～午後5時00分
　　　　　　　　なお、相談時間の都合うえ、先着8名に達し次第申込受付けを終了します。
４．相　談　員：弁護士（中野 清光）
５．相談内容等：土地、家屋、相続、サラ金などの金融貸借等法律全般。なるべく関係書類をご持参く

ださい。但し、弁護士に依頼済みのものや係争中の事案の相談には応じられません。

暮らしの総合相談開設のお知らせ
日　時：平成18年10月20日（金） 午前10時～午後3時　場　所：金武町役場 3階大ホール

問い合わせ：金武町役場総務課　有線 8-2111　NTT 968-2111 
無料調停相談会開催のご案内
１．日   　　時：平成18年10月21日（土）午前10時～午後4時（受付は午後3時30分まで）
２．場   　　所：名護中央公民館（第3・第4研修室）
３．相談の種類：⑴民事調停相談…サラ金､商事､土地建物､相隣（日照､通風､通行権等）､農事､交通
　　　　　　　　⑵家事調停相談…夫婦、親子、扶養関係、相続、財産分与関係、その他
４．相談担当者 那覇地方・家庭裁判所名護支部及び名護簡易裁判所調停委員
５．問合せ先：〒905-0011 名護市字宮里451-3　那覇地方裁判所名護支部内　電話（0980）52-2642

項    目 内    容 相  談  員
人権相談 相続､登記､名誉､人権､体罰､信用､子供のいじめ等 宮里  輝光　安富祖 朝正　小波津 捷子
行政相談 役場の仕事への苦情、要望等 津嘉山 徳子
身体･知的障害者相談 身体・知的障害者の悩み 高江洲 末子　元山 満壽美

平成18年（2006年）10月号 6



保健師
だよりNo.14

JICAボランティア平成18年度秋募集

危険物取扱者試験

行政相談週間はじまる

10月は「労働保険適用促進月間です」

　国際協力機構(JICA)は、自分の経験や技術を活かして開発途上国
の国づくり協力するJICAボランティアを募集しています。
1．募集内容：青年海外協力隊、シニア海外ボランティア
2．募集期間：2006年10月1日(日)～11月10日(金)
3．募集職種：教育文化･保健衛生･土木建築･農林水産･スポーツ等
4．応募資格：20歳～69歳の日本国籍の方
5．派遣期間：原則2年
6．その他：募集期間中、以下のとおり県内各地で説明会を開催します。

7．お問合せ先
独立行政法人国際協力機構 沖縄国際センター (JICA沖縄)
業務第一チーム ボランティア班：串間、山下
〒901-2552 浦添市字前田1143-1
TEL：098-876-6000　FAX：098-876-6014
E-mail：jicaoicp-jocv@jica.go.jp
URL ：http://www.jica.go.jp/branch/oic/okinawa.html

月　日 時　間 場　所
10月 7日（土）14:00～16:00 JICA沖縄国際センター (浦添市)
10月18日（水）15:00～17:00 名桜大学(名護市)
10月21日（土）14:00～16:00 宮古島市中央公民館(宮古島市)
10月22日（日）15:30～17:30 大濱信泉記念館(石垣市)
10月29日（日）14:00～16:00 JICA沖縄国際センター (浦添市)

◎相談内容

　医療保険､年金､老人保健・福祉､雇用保険､交通安全､恩給､
　公害、戸籍、道路、環境衛生、登記など

◎行政相談員が相談に応じています。
相談は無料・秘密厳守です。
行政相談員は、津嘉山徳子さんです。
（総務大臣委嘱）
連絡先 TEL 968-2517（自宅）

巡回行政相談所　日時　平成18年10月20日（金）10時～15時
　　　　　　　　場所　金武町役場 3階 大ホール
◎国民と行政を結ぶホットライン
　総務省沖縄行政評価事務所の行政苦情110番
　TEL 098-867-1100　0570-090110（17:15～翌8:30までは留守番電話）

　

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
の
症
状
に
は
、

突
然
の
高
熱
と
頭
痛
、
鼻
水
、
の
ど

の
痛
み
。
関
節
痛
、
筋
肉
痛
な
ど
の

全
身
症
状
、
下
痢
な
ど
が
あ
り
ま
す
。

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
に
か
か
る
と
、
特

に
65
歳
以
上
の
高
齢
者
や
体
力
の
低

下
し
て
い
る
方
で
死
亡
率
が
よ
り
高

く
な
る
の
で
、
そ
の
予
防
は
重
要
で

す
。

　

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
は
、
空
気
中
に

放
出
さ
れ
た
ウ
イ
ル
ス
に
よ
っ
て
感

染
し
ま
す
。
具
体
的
な
予
防
方
法
は

①
感
染
経
路
を
絶
つ
（
人
混
み
を
避

け
、
外
出
後
に
は
手
洗
い
と
う
が
い

を
す
る
。
こ
ま
め
な
部
屋
の
換
気
・

加
湿
で
ウ
イ
ル
ス
の
繁
殖
予
防
）
②

抵
抗
力
を
つ
け
る
（
十
分
な
栄
養
と

睡
眠
を
心
が
け
、
適
度
な
運
動
で
体

力
づ
く
り
）
③
免
疫
を
つ
け
る
（
予

防
接
種
を
受
け
る
）
の
３
原
則
。

　

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
予
防
接
種
の
場

合
、
効
果
は
接
種
の
２
週
間
後
か
ら

現
れ
、
十
分
な
効
果
が
持
続
す
る
の

は
約
半
年
間
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

効
果
的
に
予
防
す
る
た
め
に
は
毎
年
、

流
行
前
に
接
種
す
る
こ
と
が
必
要
で

す
。

　

町
で
は
、
十
月
よ
り
65
歳
以
上
の

方
を
対
象
に
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
予
防

接
種
を
実
施
し
ま
す
。

　

通
知
が
届
き
ま
し
た
ら
接
種
を
希

望
す
る
病
院
等
へ
予
防
接
種
の
予
約

を
し
て
、
接
種
し
ま
し
ょ
う
。

ス
ポ
ー
ツ
の
秋
で
す

　

健
康
・
体
力
づ
く
り
を
目
的
に
運

動
し
て
い
る
方
、
こ
れ
か
ら
し
よ
う

か
な
と
考
え
て
い
る
方
も
多
い
の
で

は
？
健
康
へ
の
意
識
が
高
ま
る
中
、

新
た
な
フ
ィ
ッ
ト
ネ
ス
も
注
目
を
集

め
て
い
ま
す
。
例
え
ば
、
バ
ラ
ン
ス

ボ
ー
ル
や
ノ
ル
デ
ィ
ッ
ク
・
ウ
ォ
ー

キ
ン
グ
な
ど
。

　

バ
ラ
ン
ス
ボ
ー
ル
は
、
椅
子
の
変

わ
り
に
座
っ
て
い
る
だ
け
で
、
バ
ラ

ン
ス
を
と
る
た
め
普
段
意
識
し
て
使

わ
な
い
筋
肉
を
使
い
鍛
え
る
こ
と
が

で
き
、
身
体
の
ゆ
が
み
解
消
や
脂
肪

燃
焼
効
果
、
腰
痛
改
善
な
ど
の
効
果

が
あ
る
と
さ
れ
て
ま
す
。
運
動
の
初

心
者
〜
ス
ポ
ー
ツ
選
手
ま
で
行
え
る

の
も
特
徴
。

　

ま
た
、
ノ
ル
デ
ィ
ッ
ク
・
ウ
ォ
ー

キ
ン
グ
は
、
ス
キ
ー
の
ス
テ
ィ
ッ
ク

の
よ
う
な
ポ
ー
ル
（
杖
）
を
使

っ
て
行
う
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
。
ポ
ー
ル

を
使
う
こ
と
で
、
腕
や
、
肩
、
胸
、

背
中
の
筋
肉
を
使
う
の
で
、
通
常
の

ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
よ
り
エ
ネ
ル
ギ
ー
消

費
量
は
20
％
程
度
上
昇
、
一
時
間
あ

た
り
４
０
０
キ
ロ
カ
ロ
リ
ー
を
消
費

し
ま
す
。
ポ
ー
ル
で
体
重
を
支
え
る

の
で
、
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
に
よ
る
関
節

や
膝
へ
の
負
担
も
軽
減
で
き
ま
す
。

　

様
々
な
運
動
が
あ
り
ま
す
。
自
分

の
体
力
や
生
活
習
慣
に
合
っ
た
運
動

を
選
び
、
普
段
の
生
活
の
中
で
継
続

で
き
る
と
い
い
で
す
ね
。

流
行
前
に

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
予
防

　労働保険は労災保険と雇用保険の総称で、労働者を一人でも雇用
する事業主は全て加入しなければならない政府管掌の保険です。
◆労災保険とは、業務災害や通勤災害を被った労働者やその遺族の
ために必要な保険給付を行い、また、社会復帰の促進、援護等を行
う制度です。
◆雇用保険とは、労働者が失業した場合に必要な給付を行い、生
活の安定を図るとともに、求職活動を容易にする等その就職を促進
し、あわせて労働者の職業の安定を図るため、雇用安定事業、能力
開発事業、雇用福祉事業を行う制度です。
労働者の雇用の安定と、職場の安全は企業経営の要です。企業の反
映と労働者福祉の向上のためにも、労働保険制度に対するご理解と
ご協力をお願い申し上げます。
　労働保険への加入手続きがまだお済でない事業主の方は、お早め
に手続きください。
　なお、中小事業主の加入手続き等の事務処理の便宜を図るため、
労働保険事務組合への事務委託制度がありますのでご利用をお勧め
します。
詳しくは沖縄労働局労働保険徴収室（TEL 098-868-4038）または、
最寄りの労働基準監督か公共職業安定所へお問い合わせください。

試 験 日 時：平成18年12月10日（日）午前10時開始
試験の種類：甲種、乙種（第1～6類）、丙種
試 験 会 場：●南部農林高等学校　●沖縄国際大学
　　　　　　●北部農林高等学校　●宮古工業高等学校
　　　　　　●八重山農林高等学校
受験願書受付期間：平成18年10月30日（月）～11月6日（月）
受験案内書配布先：各消防本部、宮古支庁総務観光振興課、
　　　　　　　　　消防試験研究センター
受験受付方法：受験願書を試験研究センターへ郵送又は直接窓口へ持参
☆お問合せ先：（財）消防試験研究センター沖縄県支部
　〒900-0029 那覇市旭町116-30　自治会館5階
　TEL098-867-5532　ホームページ：http://www.shoubo-shiken.or.jp

平成18年（2006年）10月号7



▲ジャベリックスローで１位になった
　仲里孝也君（金武中３年）

最
近
「
笑
い
は
難
病
も
治
す
」

「
笑
い
は
老
化
を
予
防
す
る
」
と

も
言
わ
れ
て
お
り
、「
笑
い
と
健

康
」
と
い
う
研
究
が
さ
れ
る
ほ
ど

『
笑
い
』
に
つ
い
て
世
間
の
注
目

が
高
ま
っ
て
い
ま
す
。

笑
顔
、
笑
う
、
こ
れ
は
ほ
か

の
動
物
で
は
無
理
な
こ
と
で
、
チ

ン
パ
ン
ジ
ー
な
ど
は
子
ど
も
の
時

は
笑
っ
て
い
る
が
京
都
大
学
の
松

沢
哲
郎
教
授
の
研
究
に
よ
る
と

「
大
人
に
な
っ
た
ら
笑
わ
な
く
な

る
。
大
人
に
な
る
と
余
裕
が
な
い

の
で
し
ょ
う
ね
」
と
い
う
の
を
何

か
で
読
ん
だ
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

笑
え
る
と
い
う
の
は
余
裕
が
あ

り
、
そ
し
て
人
間
な
ら
で
は
の
特

権
み
た
い
な
も
の
、
笑
う
こ
と
に

よ
っ
て
相
手
も
楽
し
く
な
る
笑
い

は
広
が
る
と
い
う
も
の
で
し
た
。

先
日
友
人
Ａ
さ
ん
の
結
婚
式

に
出
席
し
た
時
の
こ
と
で
す
。
一

緒
に
行
っ
た
友
人
Ｂ
さ
ん
の
子
ど

も
と
一
緒
に
は
し
ゃ
い
で
遊
び
ま

し
た
。
帰
る
時
に
「
も
う
帰
る

の
？
」
と
言
わ
れ
「
ま
た
今
度
遊

ぼ
う
ね
」
と
言
っ
て
家
に
帰
り
ま

し
た
。
次
の
日
友
人
Ｂ
さ
ん
の
話

を
聞
く
と
子
ど
も
た
ち
は
興
奮

し
す
ぎ
て
熱
発
し
た
そ
う
で
す
。

体
に
い
い
こ
と
も
度
が
過
ぎ

る
と
逆
効
果
で
体
に
悪
い
。
何
で

も
『
八
分
』
が
い
い
と
い
う
こ
と

で
す
。

　

八
月
十
八
日
・
十
九

日
に
県
総
合
運
動
公
園

陸
上
競
技
場
で
行
わ

れ
た
第
三
十
七
回
全
沖

縄
ジ
ュ
ニ
ア
陸
上
競
技

選
手
権
大
会
で
金
武
中

学
校
三
年
生
の
仲
里
孝

也
君
が
共
通
男
子
ジ
ャ

ベ
リ
ッ
ク
ス
ロ
ー
で

陸上ジャベリックスロー仲里孝也君､バレーボール池尻裕輔君･健太君兄弟全国へ

六
十
八
メ
ー
ト
ル
七
〇
と
い
う

記
録
で
優
勝
し
ま
し
た
。
な
お
、

六
十
八
メ
ー
ト
ル
七
〇
は
昨
年
度

全
国
大
会
二
位
の
記
録
で
す
。

　

仲
里
君
は
十
月
二
十
七
日
か
ら

横
浜
市
で
行
わ
れ
る
全
国
大
会

（
第
三
十
七
回
ジ
ュ
ニ
ア
オ
リ
ン

ピ
ッ
ク
陸
上
競
技
大
会
）
へ
派
遣

が
決
ま
っ
て
お
り
、
全
国
大
会
で

上
位
入
賞
の
期
待
が
高

ま
り
ま
す
。

　

金
武
中
学
校
は
ジ
ャ

ベ
リ
ッ
ク
ス
ロ
ー
以
外

に
十
種
目
で
入
賞
を
果

た
し
て
お
り
、
そ
の
う

ち
三
種
目
は
三
位
入
賞

と
い
う
好
成
績
を
収
め

て
い
ま
す
。

　

中
川
区
出
身
の
池
尻

祐
輔
君
（
沖
縄
工
業
三

年
）
が
十
月
一
日
か
ら

兵
庫
県
で
開
催
さ
れ
る

国
民
体
育
大
会
バ
レ
ー

ボ
ー
ル
少
年
男
子
へ
、

池
尻
健
太
君
（
金
武
中

学
校
三
年
）
が
十
二
月
二
十
四
日

か
ら
大
阪
府
で
開
催
さ
れ
る
全
国

都
道
府
県
対
抗
中
学
校
バ
レ
ー

ボ
ー
ル
大
会
へ
沖
縄
県
代
表
選
手

と
し
て
派
遣
さ
れ
ま
す
。

　

池
尻
祐
輔
君
・
健
太
君
兄
弟
は

中
川
小
学
校
時
代
に
バ
レ
ー
ボ
ー

ル
を
始
め
、
各
大
会
で

の
成
績
・
活
躍
が
素
晴

ら
し
い
こ
と
か
ら
沖
縄

県
代
表
と
し
て
選
抜
さ

れ
ま
し
た
。

　

池
尻
祐
輔
君
・
健
太

君
兄
弟
の
全
国
と
い
う

大
舞
台
で
の
活
躍
が
期

待
さ
れ
ま
す
。

▲左から池尻祐輔君（沖縄工業３年）
　健太君（金武中３年）

　やんばる地域の資源を見直し、その付加価値を高め、豊かな
やんばるの恵みを活かしていこうということで、やんばるの産
業の現状と将来展や北部12市町村の伝統芸能・文化を紹介する
やんばる産業まつりを開催致します。
　特に今回のまつり企画では、まつり会場発ツーリズム体験や沖
縄国立高専展北部工業高校展において、体験メニューを設定し、
その他のコーナーにおいても体験型の祭り内容とする予定です。
　多数のご来場をお待ちしております。
１．期　　　日：平成18年10月14日（土）～15日（日）
２．日　　　時：14日（土）　開会式　午前11時～午後9時
　　　　　　　　15日（日）　午前10時～午後9時
　　　　　　　　　　　　　 ※屋内の終了は午後7時まで
３．場　　　所：名護市民会館屋内・屋外
４．駐　車　場：名護漁港内（無料）
　　　　　　　　※シャトルバス運行 名護漁港⇔名護市民会館
５．問い合わせ：北部振興会（比嘉・崎山）
　　　　　　　　TEL0980-52-2448　fax0980-54-1619

第22回 やんばるの産業まつり開催!

平成18年（2006年）10月号 8広報


